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57%36%

5% 2%

１．授業は分かりやすく、楽しいですか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

52%38%

9%

1%

２．めあてをもって学習に取り組み、

ふり返りをしていますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

66%
28%

5% 1%

３．学校・学年行事にめあてをもって取り

組み、最後までやりとげていますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

46%

40%

11%
3%

４．授業で自分の考えが相手に分かりやすく

伝わるように工夫していますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 93％で、授業の内容を

理解し、前向きに取り組んでいる児

童が多いと言える。今後も引き続き

児童一人一人に合った授業の進め方

を工夫したり、学習者用端末等の ICT

機器を活用したりすることによっ

て、すべての児童にとって楽しく分

かりやすい授業を展開していくこと

ができるように努めていく。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 90％で、児童主体の明

治小授業スタイルに対する取組が実

現できていると言うことができる。

その一方で 10％の児童が否定的な回

答をしているので、今後も児童の力

で学習のめあてを立て、ふり返りを

することで学びを実感することがで

きるような授業を全学級で展開して

いくようにする。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 94％で、多くの児童が

学校・学年行事に意欲的に取り組む

ことができていると言える。今後も

運動会や音楽会など大きな行事が続

くので、児童一人一人が自分のめあ

てをもって毎回の練習や本番に臨め

るようにするとともに、行事を通し

て自己の成長を実感できるように支

援していく。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 86％で、多くの児童が

自分の考えを表現できていると言え

る一方で、14％の児童は否定的な回

答をしている。すべての授業で児童

が自分の考えを表現する機会を設け

るとともに、表現することに苦手意

識をもっている児童に対して、その

原因を正確に把握して適切な支援を

行うことができるようにしていく。 



 

 

 

 

 

 

54%33%

10%
3%

５．友達と学び合う中で、自分の考えを広め

たり深めたりすることができていますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

76%

20%

3% 1%

６．先生は、自分のことを大切にしてくれて

いると思いますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

64%
25%

7% 4%

７．自分には、よいところがあると思いま

すか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

50%
39%

9% 2%

８．友達や先生を見て、最後まで静かに話を

聴いていますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 87％で、多くの児童が

協働的な学びができていると言える

一方で、13％の児童は否定的な回答

をしている。今後も授業で友達と話

し合ったり教え合ったりする機会を

多く設けていくとともに、友達と学

び合うことで自分の考えを広げたり

深めたりすることができるような学

習内容、展開の工夫を行っていく。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 96％と多くの児童が肯

定的に回答し、どの子も大切にする

教育の推進が展開できていると言え

る。今後も児童一人一人の個性を認

め、コミュニケーションを密にとっ

て児童の思いを受け止めながら教育

活動にあたり、児童全員が自分のこ

とを大切にしてくれていると実感で

きるように努めていく。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 89％で、多くの児童が

自分のよさを肯定的に認めることが

できていると言える。今後も今年度

の校内研究で取り組んでいる、自尊

感情を高めるための授業や日常活動

での様々な取組を全校で積み上げて

共有していくことで、より多くの児

童が自分のよさに気付き、自分を肯

定的に認められるようにしていく。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 89％で、多くの児童が

肯定的に回答している一方で、自分

や自分の学級が話を聴くことができ

ていないと感じている児童もいる。

今後もなぜ話を聴かなくてはいけな

いのか、どのような姿で話を聴けば

よいのか等について児童と共に考え

ることで、全ての児童が最後まで話

を聴くことができるようにする。 



 

 

 

 

 

 

62%26%

8%
4%

９．学級では、安心して過ごすことができて

いますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

82%

14%

3% 1%

10．友達といっしょに話し合ったり、いっしょ

に活動したりすることは楽しいですか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

57%35%

6% 2%

11．学校やクラスのために、責任をもって

働いていますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

84%

12%
3%1%

12．いじめはどんな理由があってもしては

いけないと思いますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 88％と多くの児童が肯

定的に回答している一方で、学級で

自分の居場所を見出せずに不安を感

じている児童もいる。児童の思いに

寄り添うとともに、全ての授業や日

常活動で児童が活躍する機会を設け

たり児童同士の関係を良好に築ける

ように支援したりすることで、児童

の不安を解消できるようにする。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 96％、特に「当てはま

る」が 82％と高く、多くの児童が友

達と協働的に活動することを前向き

に捉えていると言える。今後も授業

や行事に対する取組等において、友

達と一緒に活動する機会を意図的に

設けて、共に取り組む楽しさや、やり

遂げる達成感をさらに味わうことが

できるようにしていく。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 92％で、多くの児童が

学校や学級のために意欲的に働くこ

とができていると言える。今後も学

級での当番・係活動や委員会活動、学

校行事において働く意味やよりよい

働き方を考えて主体的に働けるよう

にするとともに、互いの仕事を認め

合う活動を行うことで、働くことの

喜びを味わえるようにしていく。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 96％と多くの児童がい

じめはいけないと回答する一方、い

じめを否定していない児童も４％存

在する。全ての児童が「当てはまる」

と回答できるように、今後も道徳科

のいじめ防止授業や学級活動でのい

じめ防止の取組等を通して、いじめ

を絶対にしない、容認しないという

気持ちを育てていく。 



 

 

 

 

 

73%

20%

5% 2%

13．体育の授業は楽しく、できる運動が

増えたと思いますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

63%
28%

7% 2%

14．食の学習を通して、食事への関心が

高まりましたか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

44%

31%

17%

8%

15．すいみん時間を意識して生活して

いますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

76%

18%

4% 2%

16．明治小学校や深川の街をほこりに

思い、大切にしていますか。

当てはまる

やや当てはまる

やや当てはまらない

当てはまらない

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 93％で、多くの児童が

体育の授業を通して運動する楽しさ

を味わうことができていると言え

る。今後も体育科の主運動につなが

る「わくわくタイム」の充実を図った

り、運動会の表現で達成感を味わえ

るように支援したりすることで、自

分の成長を実感し、さらに運動する

楽しさを味わえるようにする。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 91％で、栄養教諭によ

る毎日の給食ニュースや各学年、学

級での食育指導を通して、児童の食

に対する意識を高めることができて

いると言える。今後も各教科や領域

等における学習の中で食事への関心

を高められる単元を精査したり、

日々の食育指導を継続したりして、

さらに食事への関心を高めていく。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

と肯定的な回答をした児童は 75％に

とどまり、睡眠の大切さを伝える眠

育の実現が十分ではないと言うこと

ができる。養護教諭による保健指導

や、体育科の保健の学習、学級活動等

を通して睡眠の大切さを繰り返し指

導するとともに、家庭とも連携する

ことで、できるだけ多く睡眠時間を

確保するという意識を高めていく。 

 「当てはまる」「やや当てはまる」

を合わせると 94％で、開校記念日を

祝う代表委員会の取組や低学年の地

域学習等を通して、多くの児童が学

校や地域に対する愛着をもてている

と言える。今後も各教科・領域等にお

いて地域学習を行ったり、地域資源

を活用した活動を行ったりすること

で、明治小学校や深川の街を大切に

する気持ちをさらに高めていく。 


